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以下は、番組の最後の言葉です。 

フランスの哲学者サルトルは世界大戦の脅威や格差の拡大、右派勢力の台頭など、世

界の危機に触れ、こんな言葉を残しています。 

「世界は醜く不正で希望がないように見える。だが。私はこれに抵抗する。希望の未来

を語らなければならない。」 

以下、番組後半の主だった内容・発言を抜粋・要約・紹介します。   

フランシス・フクヤマ氏（米スタンフォード大学教授・国際政治学） 

「冷戦終結は非常にうれしかった。共産主義国が民主主義国に置き換わり広がることは、

世界にとって非常にいい結果だと思った。しかし、多くのことが起きて、民主主義の後

退を招いた。アメリカによる民主主義を根付かせようという試みはうまくいかなかった。

中東諸国で広がった『アラブの春』が波及したリビアやシリアでは、内戦によって多く

の難民が生み出されている。」 

 

今また増え続ける壁と国連の意義とは？【サンデーモーニング新春スペシャル】 | TBS 

NEWS DIG (1 ページ) 

 ヨーロッパでは流入する難民を阻止するためのフェンスが築かれ、人々の心に不寛

容、排他主義という新たな「壁」が生みだされており、さらにいえば冷戦以来、かつて

ないほど核兵器が使用されるリスクが高まっている。 

国連安保理でこう訴えたのは国連事務次長（軍縮担当）、中満泉さん。 

・実際にロシアはウクライナ戦争に際し、（欧米諸国に対して）核による威嚇を行った。 

・イスラエルの閣僚はパレスチナに対する核兵器使用も選択肢の一つと述べた。 

https://plaza.rakuten.co.jp/shchan3/diary/202401080000/
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/928894?display=1
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/928894?display=1


しのびよる核戦争の危機。それを防ぐべくウクライナやガザでの停戦を求めた国連安

全保障理事会において、ウクライナからのロシアの即時撤退を求める決議案は、ロシア

の拒否権行使で否決。ガザの戦争の一時停止を求める決議案はアメリカの拒否権行使で

否決。 

国連安保理が戦争を止められない事態。  

ガザはもう 2 万人の犠牲者を超える状況に達している。私たちに（国連職員）にとっ

ては非常に衝撃的なことでもある。非常に苦しいし、無力感もある。もっと何かできる

ことがあるのでは？毎日考えながら仕事をしている。私たち国連の持っている「武器」

というのは言葉・メッセージ。分断する世界で改めて国連の意義が問われている。 

 

 イスラエル 攻撃続ける背景は|au Webポータル国際ニュース (auone.jp) 

 国連安全保障理事会では常任理事国一か国でも拒否権を行使すれば否決される。他方、

全ての加盟国が参加できる国連総会の決議には法的拘束力はないが、ロシアの反対する

ウクライナからの撤退、アメリカの反対するガザでの即時停戦の決議は、圧倒的多数で

採択されている。法的拘束力のない総会の決議に大きな権限を与えるべきという声が加

盟国で強まっている。 

〔以下、コメンテーターの発言〕 

安田：「ガザに対して核兵器を使用することも選択肢の一つ」という発言直後にお会い

した長崎の被爆者の話。「ガザ起こっていることは、自分が体験したあの日の再来だ」。

国連が機能不全といわれるが、この人を始め、被爆者の方々の努力もあり国連で核兵器

禁止条約採択がされた。どんな社会の変化も人の声から生まれてくる。 

ガザ停戦についても世界を見渡せば大きなデモが起こっている。ここでは「〇〇陣営」

ではなく、人権に基づく考え方によって壁を越えていくことが大切ではないか？今ほど

核使用のリスクが高まったことはない。大国主義的なもの、ほかの国を従え動かそうと

https://article.auone.jp/detail/1/4/8/333_8_r_20240107_1704613462053972


する大国のエゴ、国連での拒否権の使いかた、これは、ロシアもイスラエルを支持し続

けるアメリカも同じ。大国のエゴに任せていたら世界が壊れてしまう。そこからの脱却

が必要。 

核兵器禁止条約は、核兵器を持っている国が反対をしても国際法がつくれるという

その証明になった。国連が機能不全だというだけではなく、できることをやっていかな

ければ。 

寺島：番組では、「民主主義対権威主義」という図式が提示されたが、日本人として自

ら問いかけたい。日本は「民主主義」に立っている国だと言えるのか？本当の意味で民

主主義を鍛えていこうという意志があるのか。他国の人と会話する中で指摘される。「日

本くらい権威主義的な国はない。権威に弱い、国家に対する依存、国家に対する甘えも

含めて。日本における民主主義を本当に成熟させる覚悟を持っているのか大いに疑問だ」

と。世界は分断しようとするエネルギーに満ち溢れているが、分断してはいけないとい

うエネルギーもある。例えば国連総会の議論。「グローバルサウス」の人たちは分断し

てくれるなというエネルギーを出しはじめている。そうした中で日本は分断のどちらか

に立つということではなく、分断を乗り越える新しい理念を発信している国に加わって

いくのかどうか。 

青木：僕らは足元を見なきゃいけない。冷戦が終わり、ベルリンの壁が崩れたしばらく

後で、日本はバブル崩壊してその後も「失われた３０年」という時代を過ごしてきた。

社会そのものの持続可能性すら失われたといわれている。しかも軍事偏重であるとか

「戦後の矜持」が失われて、「おめでとう」なんて言える状況じゃない年明けを迎えた。

これまでの３０年というのは決して良い時代じゃなかったが、今後の３０年をどうして

行くのか。我々は真剣に３０年位を展望しながら今年を考えていくという点で、2024 年

というのは重要な年になるかもしれないし、重要な年になくちゃいけない。 

関口：今日は壁というものを中心に世界を見てまいりましたが、最後にこちらをご覧い

ただきたいと思います。終わらない戦争によって世界が大きく壊れつつある時代、立ち

はだかる壁、そして見えざる壁がもたらす分断が対立と憎悪を生み、民主主義の希望も

色あせたかに見えます。（ここで、冒頭の文章に続く） 

 フランスの哲学者サルトルは世界大戦の脅威や格差の拡大、右派勢力の台頭など、世

界の危機に触れ、こんな言葉を残しています。 

「世界は醜く不正で希望がないように見える。だが。私はこれに抵抗する。希望の未来

を語らなければならない。」 

私たちは壊れようとする世界を救えるのか？ 

〔comment〕 

 私は（もちろん）上記報道に対して全面的に賛同するわけではありません。とりわけ

バイデン米大統領が多用する「民主主義対専制主義」という図式には懐疑的で、「民主

主義を装った米国による悪質な内政干渉」が紛争を誘発している例は極めて多いと判断



しています。（例：ウクライナのマイダンクーデタ） 

 しかしながら、番組の結論付近の主張のいくつか、コメンテーターの問題提起には一

定の説得力があると考えています。 

 

https://plaza.rakuten.co.jp/shchan3/diary/202205070000/

